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第４７回　公害環境をめぐる情勢と課題～　デー実行委員会実行委員会

１．はじめに
①公害環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、では、府民の暮らしと健康、環境を守り、府民の暮らしと健康、環境を守り、の暮らしと健康、環境を守り、暮らしと健康、環境を守り、らしと健康、環境を守り、健康、府民の暮らしと健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、を守り、守り、り、府民の暮らしと健康、環境を守り、 2度と同じような公と健康、環境を守り、同じような公じような公公

害被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をを守り、出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をさな公い、府民の暮らしと健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をみよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をを守り、作るために、多くの人の知恵と経験をるために、府民の暮らしと健康、環境を守り、多くの人の知恵と経験をくの暮らしと健康、環境を守り、人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、知恵と経験をと健康、環境を守り、経験をを守り、

学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまび、府民の暮らしと健康、環境を守り、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまの暮らしと健康、環境を守り、姿をみんなで考え、府民に提案してきまを守り、みんな公で考え、府民に提案してきまえ、府民の暮らしと健康、環境を守り、府民の暮らしと健康、環境を守り、に提案してきましてき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまま

した。

②さて、府民の暮らしと健康、環境を守り、昨年は、自然災害が重なった年でした。は、府民の暮らしと健康、環境を守り、自然災害が重なった年でした。重なった年でした。な公った年は、自然災害が重なった年でした。でした。 6月 18日の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を北部地震ではでは

府内で死者で死者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を 5名、府民の暮らしと健康、環境を守り、全壊 16棟・半壊 472棟・一部破損 5万 3751棟。エレベーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、

ターでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、計約 3万 4千基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。が重なった年でした。停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。し、府民の暮らしと健康、環境を守り、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。塀倒壊による小学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま生死亡事故発生。

関西電力で一時大阪府内の約で一時大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府内で死者の暮らしと健康、環境を守り、約 17万 250戸停電しました。高槻市や大東市ではや大東市では大東市や大東市ではでは

上水道管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせが重なった年でした。破裂、府民の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、茨木市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、高槻市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、吹田市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、摂津市や大東市では等合わせわせ

て 11万 1591戸を守り、一時ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ供給停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。、府民の暮らしと健康、環境を守り、NTT西日本な公どは大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を方面への通話をへの暮らしと健康、環境を守り、通話をを守り、

制限し、交通機関が運転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。まし、府民の暮らしと健康、環境を守り、交通機関が重なった年でした。運転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。まを守り、見合わせわせ、府民の暮らしと健康、環境を守り、多くの人の知恵と経験をくの暮らしと健康、環境を守り、帰宅困難者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をが重なった年でした。発生しました。ま

た、府民の暮らしと健康、環境を守り、 9月 4日の暮らしと健康、環境を守り、台風 2１号では、記録的な最大風速と高潮、関西空港への浸水では、府民の暮らしと健康、環境を守り、記録的な最大風速と高潮、関西空港への浸水な公最大風速と高潮、関西空港への浸水と健康、環境を守り、高潮、府民の暮らしと健康、環境を守り、関西空港への浸水への暮らしと健康、環境を守り、浸水

交通障害、府民の暮らしと健康、環境を守り、関電での暮らしと健康、環境を守り、べ約 224万 7000戸の暮らしと健康、環境を守り、停電な公どが重なった年でした。ありました。

③しかし、府民の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府維新知事は、府民の暮らしと健康、環境を守り、台風 21号では、記録的な最大風速と高潮、関西空港への浸水による大被害が重なった年でした。明らかになった状況でらかにな公った状況でで

も、府民の暮らしと健康、環境を守り、災害対策本部を守り、設置せず、また一週間後には、「万博」選挙活動のためせず、府民の暮らしと健康、環境を守り、また一週間後には、「万博」選挙活動のためには、府民の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため万博」選挙活動のため」選挙活動のため選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、ため

に欧州に名古屋空港から出かけて、長い間大阪府を留守にしました。災害被に名古屋空港への浸水から出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をかけて、府民の暮らしと健康、環境を守り、長い間大阪府を留守にしました。災害被い間大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府を守り、留守り、にしました。災害被

害対応へ陣頭指揮を執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先していへ陣頭指揮を執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先していを守り、執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先しているべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま知事が重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、万博」選挙活動のため・カジノ、府民の暮らしと健康、環境を守り、大型開発を守り、優先していしてい

ました。知事と健康、環境を守り、は、府民の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府民の暮らしと健康、環境を守り、の暮らしと健康、環境を守り、命を守り、生活条件の回復こそ優先すべきでを守り、守り、り、府民の暮らしと健康、環境を守り、生活条件の回復こそ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、回復こそ優先すべきでこそ優先すべきで優先していすべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまで

はな公いでしょうか。これらの暮らしと健康、環境を守り、災害により被害を守り、受けた家屋で、あちこちの住けた家屋で、府民の暮らしと健康、環境を守り、あちこちの暮らしと健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を

宅屋根にはブルーシートが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまにはブルーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、シーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、トが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまが重なった年でした。残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまり、府民の暮らしと健康、環境を守り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまより数か月を過ぎてもまだそのまか月を守り、過ぎてもまだそのまぎてもまだそ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、ま

まです。この暮らしと健康、環境を守り、ような公大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府の暮らしと健康、環境を守り、状況ででいいの暮らしと健康、環境を守り、でしょうか。

④公害環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、は、府民の暮らしと健康、環境を守り、これまで公害と健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、問題に取り組んできましたが、今回はに取り組んできましたが、今回はり組んできましたが、今回はんでき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまましたが重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、今回は

自然災害の暮らしと健康、環境を守り、豪雨、府民の暮らしと健康、環境を守り、地震では、府民の暮らしと健康、環境を守り、台風、府民の暮らしと健康、環境を守り、猛暑などを経験したことを取り上げます。自な公どを守り、経験をしたこと健康、環境を守り、を守り、取り組んできましたが、今回はり上げます。自

然災害よる被害は、府民の暮らしと健康、環境を守り、社会的な最大風速と高潮、関西空港への浸水条件の回復こそ優先すべきでにより影響を受け方が違って弱者ほど大きなを守り、受けた家屋で、あちこちの住け方が重なった年でした。違って弱者ほど大きなって弱者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をほど大き大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまな公

被害を守り、受けた家屋で、あちこちの住けると健康、環境を守り、いう構造は、これまでの公害被害の様相と似ています。自然は、府民の暮らしと健康、環境を守り、これまでの暮らしと健康、環境を守り、公害被害の暮らしと健康、環境を守り、様相と似ています。自然と健康、環境を守り、似ています。自然ています。自然

災害は止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。めること健康、環境を守り、はでき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまませんが重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、被害を守り、最小限し、交通機関が運転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。まに抑えることはできます。えること健康、環境を守り、はでき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまます。

そ優先すべきでこで、府民の暮らしと健康、環境を守り、公害問題に取り組んできましたが、今回はを守り、主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管に取り組んできましたが、今回はり組んできましたが、今回はんでき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまた集団として被害の発生状況、危機管と健康、環境を守り、して被害の暮らしと健康、環境を守り、発生状況で、府民の暮らしと健康、環境を守り、危機管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ

理対応へ陣頭指揮を執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先してい、府民の暮らしと健康、環境を守り、防災対応へ陣頭指揮を執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先していな公どを守り、学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま習・討論し、これまでの教訓を生かしてどういうし、府民の暮らしと健康、環境を守り、これまでの暮らしと健康、環境を守り、教訓を生かしてどういうを守り、生かしてどういう

対策であるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまかを守り、考え、府民に提案してきまえたいと健康、環境を守り、考え、府民に提案してきまえます。

・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府民の暮らしと健康、環境を守り、は、府民の暮らしと健康、環境を守り、かつて 70年は、自然災害が重なった年でした。代公害反対運動のためな公どの暮らしと健康、環境を守り、力で一時大阪府内の約で革新府政を実現し全国を守り、実現し全国し全国

でも先してい進的な最大風速と高潮、関西空港への浸水な公福祉対策な公どを守り、実現し全国した経験をが重なった年でした。あります。府市や大東市ではの暮らしと健康、環境を守り、行政を実現し全国に対して

今何を求めるべきか、明確にしたいと考えます。を守り、求めるべきか、明確にしたいと考えます。めるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまか、府民の暮らしと健康、環境を守り、明らかになった状況で確にしたいと考えます。にしたいと健康、環境を守り、考え、府民に提案してきまえます。

２．地震・津波など防災問題についてなど防災問題について防災問題について
（１）南海トラフ巨大地震などへの対策トラフ巨大地震などへの対策巨大地震など防災問題についてへの対策対策

・南海トラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしなトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしな巨大地震ではは、府民の暮らしと健康、環境を守り、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしなに発生すれば、府民の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をにおいても何を求めるべきか、明確にしたいと考えます。も対策を守り、しな公



ければ死者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を 13万 4000人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、被害が重なった年でした。想定されています。Ｍ７－８クラスの南海されています。Ｍ７－８クラスの南海ク塀倒壊による小学生死亡事故発生。ラスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせの暮らしと健康、環境を守り、南海トラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしな

トが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしな地震ではは 30年は、自然災害が重なった年でした。以内で死者の暮らしと健康、環境を守り、発生確にしたいと考えます。率がが重なった年でした。 70～ 80％と健康、環境を守り、いわれ、府民の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、各自治体はは

これら大地震ではや大東市では上町断層帯直下型地震ではへの暮らしと健康、環境を守り、対策について十分に明確になってに明らかになった状況で確にしたいと考えます。にな公って

いるの暮らしと健康、環境を守り、でしょうか。特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・に大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・では、府民の暮らしと健康、環境を守り、港への浸水・湾岸部の暮らしと健康、環境を守り、船・コンテナ・

石油タンク対策、地盤の液状化、超高層ビル、巨大地下街の水害予防、木造タンク塀倒壊による小学生死亡事故発生。対策、府民の暮らしと健康、環境を守り、地盤の液状化、超高層ビル、巨大地下街の水害予防、木造の暮らしと健康、環境を守り、液状化、府民の暮らしと健康、環境を守り、超高層ビル、府民の暮らしと健康、環境を守り、巨大地下街の水害予防、木造の暮らしと健康、環境を守り、水害予防、府民の暮らしと健康、環境を守り、木造は、これまでの公害被害の様相と似ています。自然

密集住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を宅対策、府民の暮らしと健康、環境を守り、アスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせベスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのま除去などについて十分な対策等をすべきです。な公どについて十分に明確になってな公対策等を守り、すべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。

（２）異常気象による集中豪雨や巨大台風対策による情勢と課題～　集中豪雨や巨大台風対策や巨大台風対策巨大台風対策

・ゲリラ豪雨、府民の暮らしと健康、環境を守り、巨大台風、府民の暮らしと健康、環境を守り、竜巻などの異常気象が頻繁に発生し、な公どの暮らしと健康、環境を守り、異常気象が頻繁に発生し、が重なった年でした。頻繁に発生し、に発生し、府民の暮らしと健康、環境を守り、 7月の暮らしと健康、環境を守り、西日本

豪雨では真備町での暮らしと健康、環境を守り、堤防崩壊な公ど各地に甚大な公被害を守り、発生させています。こ

れらは気候変動のため・温暖化によると健康、環境を守り、いわれます。・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、 9月の暮らしと健康、環境を守り、台風 21号では、記録的な最大風速と高潮、関西空港への浸水

24号では、記録的な最大風速と高潮、関西空港への浸水を守り、経験をし多くの人の知恵と経験をくの暮らしと健康、環境を守り、問題に取り組んできましたが、今回は点より数か月を過ぎてもまだそのまが重なった年でした。出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をてき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまました。この暮らしと健康、環境を守り、ほか局地的な最大風速と高潮、関西空港への浸水集中豪雨、府民の暮らしと健康、環境を守り、神崎

川、府民の暮らしと健康、環境を守り、淀川、府民の暮らしと健康、環境を守り、寝屋川、府民の暮らしと健康、環境を守り、大和川な公どの暮らしと健康、環境を守り、河川対策を守り、徹底することが必要です。すること健康、環境を守り、が重なった年でした。必要です。です。

・また、府民の暮らしと健康、環境を守り、堤防の暮らしと健康、環境を守り、中にトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまンネルを守り、入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トンれる高速と高潮、関西空港への浸水道路の淀川左岸線、大深度地下トンの暮らしと健康、環境を守り、淀川左岸線、府民の暮らしと健康、環境を守り、大深度と同じような公地下トが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまン

ネルの暮らしと健康、環境を守り、同じような公延伸計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全は、府民の暮らしと健康、環境を守り、地震では・津波、府民の暮らしと健康、環境を守り、大洪水対策な公ど防災の暮らしと健康、環境を守り、面への通話をから本当に安全に安全

であるか疑問です。徹底することが必要です。して見直すこと健康、環境を守り、が重なった年でした。必要です。です。

（３）防災・避難対策は、ど防災問題についてうある情勢と課題～　べきでしょうか

・異常気象が頻繁に発生し、・地震では・津波な公どの暮らしと健康、環境を守り、災害や大東市では原発事故な公どへの暮らしと健康、環境を守り、備えと健康、環境を守り、して、府民の暮らしと健康、環境を守り、各自治体は

の暮らしと健康、環境を守り、総合わせ的な最大風速と高潮、関西空港への浸水な公防災計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全が重なった年でした。重なった年でした。要です。です。①古い水道管・ガス管などインフラの耐震古い水道管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ・ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせな公どインフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしなラの暮らしと健康、環境を守り、耐震では

化・整備・更新すること健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、②各種の防災・避難計画を住民にわかりやすくし各種の防災・避難計画を住民にわかりやすくしの暮らしと健康、環境を守り、防災・避難計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、にわかりや大東市ではすくし

丁寧な説明と日常不断の訓練を実施すること。③特に大阪地下鉄での避難方な公説明らかになった状況でと健康、環境を守り、日常不断の暮らしと健康、環境を守り、訓を生かしてどういう練を実施すること。③特に大阪地下鉄での避難方を守り、実施すること。③特に大阪地下鉄での避難方すること健康、環境を守り、。③特に大阪地下鉄での避難方特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・に大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を地下鉄での避難方での暮らしと健康、環境を守り、避難方

法・対策を守り、講じること、④災害発生時に対応出来る専門職を各自治体に配置じること健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、④災害発生時に対応出来る専門職を各自治体に配置災害発生時に対応へ陣頭指揮を執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先してい出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を来る専門職を各自治体に配置る専門職を各自治体に配置を守り、各自治体はに配置せず、また一週間後には、「万博」選挙活動のため

すること健康、環境を守り、な公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、必要です。です。

・ハザーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ドマップ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありま配布、府民の暮らしと健康、環境を守り、防災訓を生かしてどういう練を実施すること。③特に大阪地下鉄での避難方な公どが重なった年でした。市や大東市では区町村単位で具体化されつつありまで具体は化されつつありま

すが重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、そ優先すべきでれらが重なった年でした。真に実効性あるものにするために、避難困難者なども含めてあるもの暮らしと健康、環境を守り、にするために、府民の暮らしと健康、環境を守り、避難困難者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をな公ども含めてめて

すべての暮らしと健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、に徹底することが必要です。されているか、府民の暮らしと健康、環境を守り、点より数か月を過ぎてもまだそのま検が必要です。が重なった年でした。必要です。です。

（４）大災害時の大量廃棄物発生への対応は、どうあるべきでしょうかの対策大量廃棄物発生への対応は、どうあるべきでしょうかへの対策対応は、どうあるべきでしょうかは、ど防災問題についてうある情勢と課題～　べきでしょうか

･災害時には、府民の暮らしと健康、環境を守り、様々な廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災な公廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災が重なった年でした。大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災に発生します。例えば、阪神・淡路大震災えば、府民の暮らしと健康、環境を守り、阪を作るために、多くの人の知恵と経験を神・淡路の淀川左岸線、大深度地下トン大震では災

時には、府民の暮らしと健康、環境を守り、兵庫県では、６年分の肺では、府民の暮らしと健康、環境を守り、６年分の肺年は、自然災害が重なった年でした。分に明確になっての暮らしと健康、環境を守り、肺

・また、府民の暮らしと健康、環境を守り、災害廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災の暮らしと健康、環境を守り、中にはアスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせベスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまや大東市ではＰＣＢ・注射針など様々な有害廃棄な公ど様々な廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災な公有害廃棄

物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災が重なった年でした。混入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トンするおそ優先すべきでれが重なった年でした。あります。災害が重なった年でした。起こる前から有害廃棄物の存在に関こる前から有害廃棄物の存在に関から有害廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災の暮らしと健康、環境を守り、存在に関に関

する調査と住民に対する情報公開を行うとともに、災害時に発生した廃棄物と健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、に対する情報公開を守り、行うと健康、環境を守り、と健康、環境を守り、もに、府民の暮らしと健康、環境を守り、災害時に発生した廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災

に有害物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災が重なった年でした。混入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トンしたおそ優先すべきでれが重なった年でした。有る場合わせには、府民の暮らしと健康、環境を守り、速と高潮、関西空港への浸水や大東市ではかにそ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、旨を公表し、住民を守り、公表し、住民し、府民の暮らしと健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、

等に被害が重なった年でした。及ばないようにしなければなりません。また、災害時には有害廃ばな公いようにしな公ければな公りません。また、府民の暮らしと健康、環境を守り、災害時には有害廃

棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災が重なった年でした。でき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまる限し、交通機関が運転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。まり混入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トンしな公いよう対策を守り、講じること、④災害発生時に対応出来る専門職を各自治体に配置じておくと健康、環境を守り、と健康、環境を守り、もに、府民の暮らしと健康、環境を守り、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしなに、府民の暮らしと健康、環境を守り、有害廃

棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災が重なった年でした。混入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トンしたおそ優先すべきでれの暮らしと健康、環境を守り、ある災害廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災については、府民の暮らしと健康、環境を守り、速と高潮、関西空港への浸水や大東市ではかかつ適正に処理に処理

が重なった年でした。な公されるよう、府民の暮らしと健康、環境を守り、例えば、阪神・淡路大震災えば適切な保管場所を確保しておくなど、事前に準備をな公保管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ場所を確保しておくなど、事前に準備をを守り、確にしたいと考えます。保しておくな公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、事前から有害廃棄物の存在に関に準備を守り、

しておくこと健康、環境を守り、が重なった年でした。必要です。です。

３ .公害被害者の救済をめぐっての対策救済をめぐってをめぐって
（１）原発事故被害者の救済をめぐって・避難者の救済をめぐって救済をめぐって問題・・・支援切り捨て方針を止めさせ、大り捨て方針を止めさせ、大捨て方針を止めさせ、大て方針を止めさせ、大を止めさせ、大めさせ、大

阪でも独自の支援策をでも独自の支援策を独自の支援策をの対策支援策を



・東電福島第一原発の暮らしと健康、環境を守り、３．１１事故以来る専門職を各自治体に配置８クラスの南海年は、自然災害が重なった年でした。目を迎えます。国と東電は自己責を守り、迎えます。国と東電は自己責えます。国と健康、環境を守り、東電は自己責

任を否定したまま、国は東電へは湯水のように支援しながら、避難者への支を守り、否定されています。Ｍ７－８クラスの南海したまま、府民の暮らしと健康、環境を守り、国は東電へは湯水の暮らしと健康、環境を守り、ように支援しながら、避難者への支しな公が重なった年でした。ら、府民の暮らしと健康、環境を守り、避難者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をへの暮らしと健康、環境を守り、支

援しながら、避難者への支は切な保管場所を確保しておくなど、事前に準備をり捨てる方向で進めています。・福島県内・県外避難者の間で、避難てる方向で進めています。・福島県内・県外避難者の間で、避難で進めています。・福島県では、６年分の肺内で死者・県では、６年分の肺外避難者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、間で、府民の暮らしと健康、環境を守り、避難

条件の回復こそ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、違って弱者ほど大きないを守り、利用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打した様々な廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災な公軋轢がひき起こされています。このような仕打が重なった年でした。ひき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま起こる前から有害廃棄物の存在に関こされています。この暮らしと健康、環境を守り、ような公仕打

ちには断固とし抗議します。東電福島第一原発事故の避難者・被害者たちがと健康、環境を守り、し抗議します。東電福島第一原発事故の避難者・被害者たちがします。東電福島第一原発事故の暮らしと健康、環境を守り、避難者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を・被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をたちが重なった年でした。

全国 1万人の知恵と経験を以上が重なった年でした。原告となって原発賠償訴訟を起こし、事故前の「ふるさとと健康、環境を守り、な公って原発賠償訴訟を起こし、事故前の「ふるさとを守り、起こる前から有害廃棄物の存在に関こし、府民の暮らしと健康、環境を守り、事故前から有害廃棄物の存在に関の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のためふるさと健康、環境を守り、

を守り、返せ、普通に生活できる」ことを求めて戦っています。このような訴訟をせ、府民の暮らしと健康、環境を守り、普通に生活でき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまる」選挙活動のためこと健康、環境を守り、を守り、求めるべきか、明確にしたいと考えます。めて戦っています。このような訴訟をっています。この暮らしと健康、環境を守り、ような公訴訟を起こし、事故前の「ふるさとを守り、

全面への通話を的な最大風速と高潮、関西空港への浸水に支援しながら、避難者への支していく必要です。が重なった年でした。あります。

・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府民の暮らしと健康、環境を守り、も、府民の暮らしと健康、環境を守り、福井県では、６年分の肺内で死者の暮らしと健康、環境を守り、原発再稼働でもし過酷事故が起きれば、近畿でもし過ぎてもまだそのま酷事故が重なった年でした。起こる前から有害廃棄物の存在に関き大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまれば、府民の暮らしと健康、環境を守り、近畿 1300

万人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、水瓶である琵琶湖汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまである琵琶湖汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまを守り、はじめ、府民の暮らしと健康、環境を守り、甚大な公被害を守り、受けた家屋で、あちこちの住ける恐れがありまれが重なった年でした。ありま

す。・国の暮らしと健康、環境を守り、原発避難者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をへの暮らしと健康、環境を守り、生活支援しながら、避難者への支、府民の暮らしと健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を宅支援しながら、避難者への支切な保管場所を確保しておくなど、事前に準備をり捨てる方向で進めています。・福島県内・県外避難者の間で、避難て方針など様々な有害廃棄を守り、止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。めさせ、府民の暮らしと健康、環境を守り、少

な公くと健康、環境を守り、も大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をでも独自の暮らしと健康、環境を守り、支援しながら、避難者への支策を守り、行うような公要です。求めるべきか、明確にしたいと考えます。を守り、していく必要です。が重なった年でした。あります

（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。原発ゼロに向で進めています。・福島県内・県外避難者の間で、避難けた運動のためについては後には、「万博」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、６年分の肺の暮らしと健康、環境を守り、項目を迎えます。国と東電は自己責に記載）。

（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。２）ぜん息患者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を等の暮らしと健康、環境を守り、被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を救済問題に取り組んできましたが、今回は・・・未認定患者の救済をめぐってへの対策「医療費だけでも無医療費だけでも無だけでも独自の支援策を無

料に」の救済に」の対策救済をめぐって

・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、ように大気汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまの暮らしと健康、環境を守り、つづく地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・の暮らしと健康、環境を守り、ぜん息患者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をについて、府民の暮らしと健康、環境を守り、未認定されています。Ｍ７－８クラスの南海患者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をへ

の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため医療費だけでも無料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程だけでも無料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程に」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、救済が重なった年でした。必要です。です。・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を、府民の暮らしと健康、環境を守り、東京など数万人程な公ど数か月を過ぎてもまだそのま万人の知恵と経験を程

度と同じような公の暮らしと健康、環境を守り、未救済患者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をが重なった年でした。いると健康、環境を守り、推測されます。されます。

・公害認定されています。Ｍ７－８クラスの南海患者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、医療と健康、環境を守り、生活を守り、支えている補償制度と同じような公を守り、な公くそ優先すべきでうと健康、環境を守り、する動のためき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまが重なった年でした。

あります。ひき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまつづき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま、府民の暮らしと健康、環境を守り、汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を負担の原則のもと工場と自動車の加害責任をの暮らしと健康、環境を守り、原則のもと工場と自動車の加害責任をの暮らしと健康、環境を守り、もと健康、環境を守り、工場と健康、環境を守り、自動のため車の加害責任をの暮らしと健康、環境を守り、加害責任を否定したまま、国は東電へは湯水のように支援しながら、避難者への支を守り、

明らかになった状況で確にしたいと考えます。にした財源の確保が必要です。の暮らしと健康、環境を守り、確にしたいと考えます。保が重なった年でした。必要です。です。

（３）アスベストによる情勢と課題～　健康被害と課題～　の対策たたかい

・全国６年分の肺ヵ所の建設アスベスト訴訟では、所を確保しておくなど、事前に準備をの暮らしと健康、環境を守り、建設アスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせベスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのま訴訟を起こし、事故前の「ふるさとでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、 2018年は、自然災害が重なった年でした。 9月大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を、府民の暮らしと健康、環境を守り、 8月京など数万人程都の大阪高の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を高

裁判決で、国の規制権限不行使、アスベスト建材メーカの責任が認められるで、府民の暮らしと健康、環境を守り、国の暮らしと健康、環境を守り、規制権限し、交通機関が運転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。ま不行使、府民の暮らしと健康、環境を守り、アスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせベスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのま建材メーカの責任が認められるメーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、カの暮らしと健康、環境を守り、責任を否定したまま、国は東電へは湯水のように支援しながら、避難者への支が重なった年でした。認められる

判決で、国の規制権限不行使、アスベスト建材メーカの責任が認められると健康、環境を守り、な公りました。国の暮らしと健康、環境を守り、責任を否定したまま、国は東電へは湯水のように支援しながら、避難者への支では、府民の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため一人の知恵と経験を親方」選挙活動のために対する責任を否定したまま、国は東電へは湯水のように支援しながら、避難者への支も認められ、府民の暮らしと健康、環境を守り、

画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全期的な最大風速と高潮、関西空港への浸水な公判決で、国の規制権限不行使、アスベスト建材メーカの責任が認められると健康、環境を守り、な公りました。 2陣訴訟を起こし、事故前の「ふるさとで必ず勝利すると健康、環境を守り、と健康、環境を守り、もに、府民の暮らしと健康、環境を守り、最高裁で必

ず勝利する戦っています。このような訴訟をいへの暮らしと健康、環境を守り、支援しながら、避難者への支が重なった年でした。重なった年でした。要です。です。

・今後には、「万博」選挙活動のため、府民の暮らしと健康、環境を守り、国民の暮らしと健康、環境を守り、が重なった年でした。アスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせベスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまの暮らしと健康、環境を守り、被害を守り、受けた家屋で、あちこちの住けるの暮らしと健康、環境を守り、は、府民の暮らしと健康、環境を守り、ほと健康、環境を守り、んどが重なった年でした。建築物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災の暮らしと健康、環境を守り、アスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせベスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ

トが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまによること健康、環境を守り、は明らかになった状況でらかであり、府民の暮らしと健康、環境を守り、国と健康、環境を守り、メーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、カの暮らしと健康、環境を守り、ーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、責任を否定したまま、国は東電へは湯水のように支援しながら、避難者への支（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。毒を売って儲けたこを守り、売って儲けたこって儲けたこけたこ

と健康、環境を守り、）を守り、認めさせるこの暮らしと健康、環境を守り、たたかいは、府民の暮らしと健康、環境を守り、これからの暮らしと健康、環境を守り、被害を守り、防止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。するうえで決で、国の規制権限不行使、アスベスト建材メーカの責任が認められる定されています。Ｍ７－８クラスの南海的な最大風速と高潮、関西空港への浸水

に重なった年でした。要です。な公土台と健康、環境を守り、な公ります。

・第二名神道路の淀川左岸線、大深度地下トン工事にと健康、環境を守り、もな公う枚方市や大東市ではの暮らしと健康、環境を守り、大工場解体は問題に取り組んできましたが、今回は、府民の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため千里セシル」解体セシル」選挙活動のため解体は

問題に取り組んできましたが、今回はな公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、地元の住民運動と結びつき、行政の理解を得て被害を久止める戦の暮らしと健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、運動のためと健康、環境を守り、結びつき、行政の理解を得て被害を久止める戦びつき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま、府民の暮らしと健康、環境を守り、行政を実現し全国の暮らしと健康、環境を守り、理解を守り、得て被害を久止める戦て被害を守り、久止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。める戦っています。このような訴訟を

いも極めて重要です。めて重なった年でした。要です。です。

（４）ノー実行委員会モア・ミナマタ裁判・・・県外居住者を含むすべての水俣病被害者裁判・・・県外居住者の救済をめぐってを含むすべての水俣病被害者むすべての対策水俣病被害者の救済をめぐって

の対策救済をめぐっての対策ために・公害被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、救済は、府民の暮らしと健康、環境を守り、最後には、「万博」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、１人の知恵と経験をまで救済されること健康、環境を守り、が重なった年でした。必

要です。です。

・２０１２年は、自然災害が重なった年でした。７月に水俣病被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を救済特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・別措置せず、また一週間後には、「万博」選挙活動のため法（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・措法）の暮らしと健康、環境を守り、申請が打ち切が重なった年でした。打ち切な保管場所を確保しておくなど、事前に準備を

られました。特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・措法では、府民の暮らしと健康、環境を守り、地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・的な最大風速と高潮、関西空港への浸水、府民の暮らしと健康、環境を守り、時期的な最大風速と高潮、関西空港への浸水制約を守り、うけ、府民の暮らしと健康、環境を守り、全ての暮らしと健康、環境を守り、水俣病被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を

が重なった年でした。救済されるに至りませんでした。２０１３年からの近畿検診受診者の多くりませんでした。２０１３年は、自然災害が重なった年でした。からの暮らしと健康、環境を守り、近畿検が必要です。診受けた家屋で、あちこちの住診者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、多くの人の知恵と経験をく



が重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・措法で救済されな公かった患者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をさん、府民の暮らしと健康、環境を守り、もしくは、府民の暮らしと健康、環境を守り、打ち切な保管場所を確保しておくなど、事前に準備をり後には、「万博」選挙活動のために水俣病と健康、環境を守り、

診断された患者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をさんです。救済を守り、訴え裁判を守り、起こる前から有害廃棄物の存在に関こされた方が重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、近畿で１４０

人の知恵と経験を近くおられます。さらに、府民の暮らしと健康、環境を守り、熊本、府民の暮らしと健康、環境を守り、東京など数万人程、府民の暮らしと健康、環境を守り、新潟も合わせると、訴訟団は平成も合わせわせると健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、訴訟を起こし、事故前の「ふるさと団として被害の発生状況、危機管は平成

３０年は、自然災害が重なった年でした。１１末時点より数か月を過ぎてもまだそのまで１７００人の知恵と経験を近くにの暮らしと健康、環境を守り、ぼり、府民の暮らしと健康、環境を守り、今後には、「万博」選挙活動のためも追加提訴が重なった年でした。予定されています。Ｍ７－８クラスの南海されて

います。今や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、水俣病被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をを守り、救済する最後には、「万博」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、手段がこのノーモア・ミナマが重なった年でした。この暮らしと健康、環境を守り、ノーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、モア・ミナマ

タ第２次訴訟を起こし、事故前の「ふるさとな公の暮らしと健康、環境を守り、です。全ての暮らしと健康、環境を守り、被害者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をが重なった年でした。救済されるまで、府民の暮らしと健康、環境を守り、支援しながら、避難者への支していく必要です。

が重なった年でした。あります。

（５）寝屋川「医療費だけでも無廃棄プラスチック処理」問題・・・処理」問題・・・廃プラ焼却・ごみ発電（サー発電（サー実行委員会

マルリサイク処理」問題・・・ル）へ

・北河内で死者 4市や大東市ではリサイク塀倒壊による小学生死亡事故発生。ル施すること。③特に大阪地下鉄での避難方設組んできましたが、今回は合わせと健康、環境を守り、民の暮らしと健康、環境を守り、間廃プ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラ再生品化工が重なった年でした。操業してして 15年は、自然災害が重なった年でした。にな公

ります。排出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を有害ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせによるシック塀倒壊による小学生死亡事故発生。ハウスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ症候群類似ています。自然の暮らしと健康、環境を守り、健康被害が重なった年でした。周辺住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、

の暮らしと健康、環境を守り、健康被害や大東市では異臭による生活環境汚染が発生した問題はまだ解決できていまによる生活環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまが重なった年でした。発生した問題に取り組んできましたが、今回ははまだ解決で、国の規制権限不行使、アスベスト建材メーカの責任が認められるでき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまていま

せん。寝屋川現し全国市や大東市では長い間大阪府を留守にしました。災害被は廃プ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラの暮らしと健康、環境を守り、処理方法の暮らしと健康、環境を守り、見直しに着手し、府民の暮らしと健康、環境を守り、廃プ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラを守り、焼却・

ごみ発電（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。サーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、マルリサイク塀倒壊による小学生死亡事故発生。ル）の暮らしと健康、環境を守り、方針など様々な有害廃棄を守り、検が必要です。討し、府民の暮らしと健康、環境を守り、そ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、ために緊急事態宣言

で、府民の暮らしと健康、環境を守り、プ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせチック塀倒壊による小学生死亡事故発生。量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災、府民の暮らしと健康、環境を守り、ごみ発生量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災を守り、減らす運動に取り組んでいます。被害住らす運動のために取り組んできましたが、今回はり組んできましたが、今回はんでいます。被害住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を

民の暮らしと健康、環境を守り、側は、独自には、府民の暮らしと健康、環境を守り、独自に 4市や大東市では組んできましたが、今回は合わせへ方針など様々な有害廃棄見直しを守り、要です。望するなど、並行して、粘り強くするな公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、並行して、府民の暮らしと健康、環境を守り、粘り強くり強くく

運動のためを守り、展開しています。

・健康被害住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、については、府民の暮らしと健康、環境を守り、今も症状が重なった年でした。続いており、小松病院にて廃プラ診察いており、府民の暮らしと健康、環境を守り、小松病院にて廃プラ診察にて廃プ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラ診察

が重なった年でした。継続いており、小松病院にて廃プラ診察して行われており、府民の暮らしと健康、環境を守り、早急の暮らしと健康、環境を守り、解決で、国の規制権限不行使、アスベスト建材メーカの責任が認められるが重なった年でした。求めるべきか、明確にしたいと考えます。められています。

（６）その対策他・・・地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・の暮らしと健康、環境を守り、公害問題に取り組んできましたが、今回は。企業しての暮らしと健康、環境を守り、製品による健康被害

・騒音・粉じん・異臭などの環境問題、土壌汚染問題など、地域固有の公害問じん・異臭による生活環境汚染が発生した問題はまだ解決できていまな公どの暮らしと健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、問題に取り組んできましたが、今回は、府民の暮らしと健康、環境を守り、土壌汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま問題に取り組んできましたが、今回はな公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・固とし抗議します。東電福島第一原発事故の避難者・被害者たちが有の暮らしと健康、環境を守り、公害問

題に取り組んできましたが、今回はも発生しています。

・また、府民の暮らしと健康、環境を守り、企業しての暮らしと健康、環境を守り、製品による健康被害についても、府民の暮らしと健康、環境を守り、化粧品による皮膚障害な公ども

大き大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまな公問題に取り組んできましたが、今回はです。

４．大阪でも独自の支援策をの対策公害環境をめぐる情勢と課題～　・公衆衛生への対応は、どうあるべきでしょうか行政
（１）ＮＯ 2や巨大台風対策ＰＭ 2.5など防災問題についての対策大気汚染対策・・・NOx、ＰＭ 2.5など防災問題についてが依然と依然とと課題～　

して問題

・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、大気汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまを守り、めぐる状況では、府民の暮らしと健康、環境を守り、ディーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ゼル排ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせな公ど移動のため発生源の確保が必要です。を守り、主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管要です。因

と健康、環境を守り、するNOx、府民の暮らしと健康、環境を守り、ＰＭ 2.5な公どが重なった年でした。依然と健康、環境を守り、して問題に取り組んできましたが、今回はです。大気汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまと健康、環境を守り、ぜん息な公どの暮らしと健康、環境を守り、因

果関係を明らかにするために、行政として学校や医療機関の協力を得て疫学を守り、明らかになった状況でらかにするために、府民の暮らしと健康、環境を守り、行政を実現し全国と健康、環境を守り、して学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま校や医療機関の協力を得て疫学や大東市では医療機関の暮らしと健康、環境を守り、協力で一時大阪府内の約を守り、得て被害を久止める戦て疫学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま

調査と住民に対する情報公開を行うとともに、災害時に発生した廃棄物を守り、実施すること。③特に大阪地下鉄での避難方させること健康、環境を守り、が重なった年でした。必要です。です。文部科学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま省学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま校や医療機関の協力を得て疫学保健統計でも、府民の暮らしと健康、環境を守り、この暮らしと健康、環境を守り、３０

年は、自然災害が重なった年でした。間でみると健康、環境を守り、ぜん息児童が約３が重なった年でした。約３ -５倍に増加しています。これらのデータも活に増加しています。これらの暮らしと健康、環境を守り、デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、タも活

用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打するべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。

・ディーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ゼル車の加害責任をの暮らしと健康、環境を守り、排ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ規制を守り、引き続き強化し、排ガス規制逃れのごまかしをき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま続いており、小松病院にて廃プラ診察き大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま強く化し、府民の暮らしと健康、環境を守り、排ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ規制逃れのごまかしをれの暮らしと健康、環境を守り、ごまかしを守り、

厳しき監視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わしき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま監視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わすること健康、環境を守り、。高速と高潮、関西空港への浸水道路の淀川左岸線、大深度地下トンの暮らしと健康、環境を守り、集中する地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・な公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、ホットが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせポットが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまと健康、環境を守り、言わ

れる局地対策を守り、徹底することが必要です。し改善すること。行政はすること健康、環境を守り、。行政を実現し全国はNO2の暮らしと健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準 0.04ppm～

0.06ppmと健康、環境を守り、いうゾーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ン規定されています。Ｍ７－８クラスの南海の暮らしと健康、環境を守り、 0.06ppmを守り、下回れば“環境基準を達成”として環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準を守り、達成”と健康、環境を守り、して

いますが重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、健康を守り、損な公う汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま濃度と同じような公です。環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。地方自治体はの暮らしと健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、保全目を迎えます。国と東電は自己責

標）は厳しき監視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わしく運用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打されるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。アセスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせメントが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまの暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準も非悪化原則のもと工場と自動車の加害責任をと健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、環

境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、評価の基準はの暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準は 0.04ppm以下にすべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。



・ＰＭ 2.5（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。微小粒子状物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災質）については、府民の暮らしと健康、環境を守り、 SPM（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。浮遊粒子状物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災質）より細かか

く肺の暮らしと健康、環境を守り、深部まで到達し、府民の暮らしと健康、環境を守り、ＷＨＯにより肺がんの原因物質としても認定されまにより肺が重なった年でした。んの暮らしと健康、環境を守り、原因物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災質と健康、環境を守り、しても認定されています。Ｍ７－８クラスの南海されま

した。大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、多くの人の知恵と経験をくの暮らしと健康、環境を守り、と健康、環境を守り、ころで環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準の暮らしと健康、環境を守り、年は、自然災害が重なった年でした。平均値１５ μｇ／ｍ ３を守り、守り、れるよう

に、府民の暮らしと健康、環境を守り、改善すること。行政は策を守り、強く化すべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準そ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、もの暮らしと健康、環境を守り、も、府民の暮らしと健康、環境を守り、アメリカの暮らしと健康、環境を守り、 PM2.5が重なった年でした。

2012年は、自然災害が重なった年でした。 12月に年は、自然災害が重なった年でした。平均値 15μg/m3を守り、 12μg/m3に改定されています。Ｍ７－８クラスの南海されたように、府民の暮らしと健康、環境を守り、日本で同じような公

じように見直しすべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。またアセスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせメントが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまも非悪化原則のもと工場と自動車の加害責任をを守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準に、府民の暮らしと健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、

評価の基準はすべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。

（２）保健所機能、「医療費だけでも無食」の対策安全、農業、水道、ゴミ・廃棄物問題など防災問題について

・近年は、自然災害が重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、中核市や大東市ではが重なった年でした。新たに増え、府民の暮らしと健康、環境を守り、府管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ轄から当該市の独立管轄へ移行していますから当に安全該市や大東市ではの暮らしと健康、環境を守り、独立管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ轄から当該市の独立管轄へ移行していますへ移行しています

府内で死者では、府民の暮らしと健康、環境を守り、２政を実現し全国令市や大東市ではの暮らしと健康、環境を守り、他、府民の暮らしと健康、環境を守り、高槻市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、豊中市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、枚方市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、東大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、八尾市や大東市ではが重なった年でした。既

に中核市や大東市ではにな公り、府民の暮らしと健康、環境を守り、今後には、「万博」選挙活動のため、府民の暮らしと健康、環境を守り、寝屋川市や大東市では、府民の暮らしと健康、環境を守り、吹田市や大東市ではが重なった年でした。予定されています。Ｍ７－８クラスの南海されています。公衆衛生を守り、

維持し、監視する要となる保健所業務が後退しないようなしくみ作りが必要し、府民の暮らしと健康、環境を守り、監視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わする要です。と健康、環境を守り、な公る保健所を確保しておくなど、事前に準備を業して務が後退しないようなしくみ作りが必要が重なった年でした。後には、「万博」選挙活動のため退しないようなしくみ作りが必要しな公いような公しくみ作るために、多くの人の知恵と経験をりが重なった年でした。必要です。

です。海トラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしな外からの暮らしと健康、環境を守り、往来る専門職を各自治体に配置も増えていく大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、地で、府民の暮らしと健康、環境を守り、感染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま症対策や大東市では健康増進施すること。③特に大阪地下鉄での避難方策

食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。の暮らしと健康、環境を守り、安全監視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わな公ど保健所を確保しておくなど、事前に準備をの暮らしと健康、環境を守り、機能強く化が重なった年でした。望するなど、並行して、粘り強くまれています。

・遺伝子組んできましたが、今回はみ換え技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改え技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改だけではな公く、府民の暮らしと健康、環境を守り、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改編集技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改が重なった年でした。農産物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災・食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程の暮らしと健康、環境を守り、品種の防災・避難計画を住民にわかりやすくし改

良に応用されようとしています。その社会的管理ルールの議論は始まったばに応へ陣頭指揮を執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先してい用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打されようと健康、環境を守り、しています。そ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、社会的な最大風速と高潮、関西空港への浸水管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ理ルーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ルの暮らしと健康、環境を守り、議します。東電福島第一原発事故の避難者・被害者たちが論し、これまでの教訓を生かしてどういうは始まったばまったば

かりで、府民の暮らしと健康、環境を守り、技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改の暮らしと健康、環境を守り、進展に追いついていません。技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改が重なった年でした。商業して化され、府民の暮らしと健康、環境を守り、食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品と健康、環境を守り、して

流通する際には食品表示問題として顕在化します。遺伝子組換え食品や食品には食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品表し、住民示問題に取り組んできましたが、今回はと健康、環境を守り、して顕在に関化します。遺伝子組んできましたが、今回は換え技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改え食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品や大東市では食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品

添加物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災の暮らしと健康、環境を守り、表し、住民示と健康、環境を守り、合わせわせて注視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わが重なった年でした。必要です。です。

・ TPP11や大東市では日欧 EPA協定されています。Ｍ７－８クラスの南海が重なった年でした。発効し、府民の暮らしと健康、環境を守り、輸入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トン食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品）が重なった年でした。さらに増加します。低

いと健康、環境を守り、言われ続いており、小松病院にて廃プラ診察けた輸入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トン食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品の暮らしと健康、環境を守り、検が必要です。査と住民に対する情報公開を行うとともに、災害時に発生した廃棄物率がは、府民の暮らしと健康、環境を守り、 2012年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公以降 10％を守り、割り込んでいまり込んでいまんでいま

す。輸入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トン食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品の暮らしと健康、環境を守り、検が必要です。疫体は制の暮らしと健康、環境を守り、強く化が重なった年でした。必要です。です。日米２国間交渉では、日本の輸では、府民の暮らしと健康、環境を守り、日本の暮らしと健康、環境を守り、輸

入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トン農産物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災・食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。品の暮らしと健康、環境を守り、関税撤廃・引き続き強化し、排ガス規制逃れのごまかしをき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま下げが重なった年でした。要です。求めるべきか、明確にしたいと考えます。されると健康、環境を守り、みられており、府民の暮らしと健康、環境を守り、輸入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トン食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。

品さらな公る安全性あるものにするために、避難困難者なども含めて監視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わ強く化が重なった年でした。求めるべきか、明確にしたいと考えます。められます。日本の暮らしと健康、環境を守り、食の安全監視など保健所の機能強化が望まれています。料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程確にしたいと考えます。保の暮らしと健康、環境を守り、あり方、府民の暮らしと健康、環境を守り、農業して

の暮らしと健康、環境を守り、あり方が重なった年でした。問われています。

・グローでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、バル企業してへ主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管要です。作るために、多くの人の知恵と経験を物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。穀物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災）の暮らしと健康、環境を守り、品種の防災・避難計画を住民にわかりやすくし改良に応用されようとしています。その社会的管理ルールの議論は始まったば技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改移転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。まを守り、図るため、種苗法るため、府民の暮らしと健康、環境を守り、種の防災・避難計画を住民にわかりやすくし苗法

の暮らしと健康、環境を守り、改正に処理・種の防災・避難計画を住民にわかりやすくし子法の暮らしと健康、環境を守り、廃止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。が重なった年でした。強く行されました。種の防災・避難計画を住民にわかりやすくし子法の暮らしと健康、環境を守り、復こそ優先すべきで活を守り、図るため、種苗法ると健康、環境を守り、と健康、環境を守り、もに、府民の暮らしと健康、環境を守り、都の大阪高

道府県では、６年分の肺レベルで主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管要です。作るために、多くの人の知恵と経験を物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災の暮らしと健康、環境を守り、趣旨を公表し、住民を守り、守り、る条例えば、阪神・淡路大震災制定されています。Ｍ７－８クラスの南海が重なった年でした。すすめられています。この暮らしと健康、環境を守り、

動のためき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまを守り、広げていくことが必要です。げていくこと健康、環境を守り、が重なった年でした。必要です。です。

・水道法改定されています。Ｍ７－８クラスの南海案してきまの暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため民の暮らしと健康、環境を守り、営化」選挙活動のためは、府民の暮らしと健康、環境を守り、生活にと健康、環境を守り、って一番重なった年でした。要です。な公「万博」選挙活動のため水」選挙活動のためを守り、「万博」選挙活動のため営利目を迎えます。国と東電は自己責的な最大風速と高潮、関西空港への浸水

の暮らしと健康、環境を守り、経営」選挙活動のためにゆだねること健康、環境を守り、で、府民の暮らしと健康、環境を守り、水質、府民の暮らしと健康、環境を守り、価の基準は格が不安に状態になると思われます。が重なった年でした。不安に状態にな公ると健康、環境を守り、思われます。われます。

世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま的な最大風速と高潮、関西空港への浸水にはむしろ「万博」選挙活動のため公営化」選挙活動のために戻す傾向で、今の安倍政権と大阪維新の動きす傾向で進めています。・福島県内・県外避難者の間で、避難で、府民の暮らしと健康、環境を守り、今の暮らしと健康、環境を守り、安倍に増加しています。これらのデータも活政を実現し全国権と健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を維新の暮らしと健康、環境を守り、動のためき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま

は逆行しています。大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をでも水道事業しての暮らしと健康、環境を守り、民の暮らしと健康、環境を守り、営化が重なった年でした。狙われています。われています。

・いくつかの暮らしと健康、環境を守り、自治体はではゴミ処理事業して民の暮らしと健康、環境を守り、営化、府民の暮らしと健康、環境を守り、有料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程化が重なった年でした。進められています。マ

イク塀倒壊による小学生死亡事故発生。ロプ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせチック塀倒壊による小学生死亡事故発生。問題に取り組んできましたが、今回はについは、府民の暮らしと健康、環境を守り、海トラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしな洋汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまが重なった年でした。進んでいます。先していずは汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災

を守り、取り組んできましたが、今回はり除くこと健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、並行して、府民の暮らしと健康、環境を守り、プ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせチック塀倒壊による小学生死亡事故発生。の暮らしと健康、環境を守り、使用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災を守り、減らす運動に取り組んでいます。被害住らすこと健康、環境を守り、な公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、今後には、「万博」選挙活動のため

の暮らしと健康、環境を守り、緊急の暮らしと健康、環境を守り、取り組んできましたが、今回はり組んできましたが、今回はみが重なった年でした。必要です。です。

・な公お、府民の暮らしと健康、環境を守り、これらの暮らしと健康、環境を守り、課題に取り組んできましたが、今回はでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、国連で提唱されている１７項目からなるＳＤＧｓで提唱されている１７項目からなるＳＤＧｓされている１７項目を迎えます。国と東電は自己責からな公るＳＤＧｓ

と健康、環境を守り、いう課題に取り組んできましたが、今回はが重なった年でした。国や大東市では行政を実現し全国においても取り組んできましたが、今回はり組んできましたが、今回はみ始まったばめられています。どれも重なった年でした。要です。な公

内で死者容であるので、その中身を見極めながら対応していく必要があると思われであるの暮らしと健康、環境を守り、で、府民の暮らしと健康、環境を守り、そ優先すべきでの暮らしと健康、環境を守り、中身を見極めながら対応していく必要があると思われを守り、見極めて重要です。めな公が重なった年でした。ら対応へ陣頭指揮を執るべき知事が、万博・カジノ、大型開発を優先していしていく必要です。が重なった年でした。あると健康、環境を守り、思われます。われ



ます。

（３）道路問題・大型開発・・淀川左岸線二期、延伸部道路、第二名神道路

・淀川左岸線二期計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全は、府民の暮らしと健康、環境を守り、平成７年は、自然災害が重なった年でした。の暮らしと健康、環境を守り、都の大阪高市や大東市では計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全決で、国の規制権限不行使、アスベスト建材メーカの責任が認められる定されています。Ｍ７－８クラスの南海から２３年は、自然災害が重なった年でした。を守り、経過ぎてもまだそのまし、府民の暮らしと健康、環境を守り、２０

１８クラスの南海年は、自然災害が重なった年でした。３月「万博」選挙活動のため大臣特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・任を否定したまま、国は東電へは湯水のように支援しながら、避難者への支制度と同じような公」選挙活動のために四

・左岸線二期の暮らしと健康、環境を守り、豊崎ＪＣＴから門真ＪＣＴまでの「延伸部計画」から門真ＪＣＴから門真ＪＣＴまでの「延伸部計画」までの暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため延伸部計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全」選挙活動のためは、府民の暮らしと健康、環境を守り、地下７０

ｍに高速と高潮、関西空港への浸水道路の淀川左岸線、大深度地下トンを守り、通す危険な計画です。大深度地下法は地権者ら本人に無断、な公計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全です。大深度と同じような公地下法は地権者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をら本人の知恵と経験をに無断、府民の暮らしと健康、環境を守り、

無償で地下４０ｍ以深の暮らしと健康、環境を守り、地下を守り、使用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打する権利を守り、認める法律であり、地下の所であり、府民の暮らしと健康、環境を守り、地下の暮らしと健康、環境を守り、所を確保しておくなど、事前に準備を

有権を守り、認めている民の暮らしと健康、環境を守り、法にも反する憲法違って弱者ほど大きな反の暮らしと健康、環境を守り、法律であり、地下の所です。しかも、府民の暮らしと健康、環境を守り、地権者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をには

建築制限し、交通機関が運転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。まや大東市では先してい買い権への制限がかかるとともに「気泡シールド工法」によるい権への暮らしと健康、環境を守り、制限し、交通機関が運転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。まが重なった年でした。かかると健康、環境を守り、と健康、環境を守り、もに「万博」選挙活動のため気泡シールド工法」によるシーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ルド工法」選挙活動のためによる

酸欠の噴出や地盤沈下など（東京外環工事）、地上部に影響が起こっていまの暮らしと健康、環境を守り、噴出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をや大東市では地盤の液状化、超高層ビル、巨大地下街の水害予防、木造沈下な公ど（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。東京など数万人程外環工事）、府民の暮らしと健康、環境を守り、地上部に影響を受け方が違って弱者ほど大きなが重なった年でした。起こる前から有害廃棄物の存在に関こっていま

す。

・又、府民の暮らしと健康、環境を守り、延伸部と健康、環境を守り、並行して寝屋川北部地下河川の暮らしと健康、環境を守り、建設も進められ、府民の暮らしと健康、環境を守り、都の大阪高島区では幅

50mに 3本の暮らしと健康、環境を守り、トが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまンネルが重なった年でした。近接するな公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、危険な計画です。大深度地下法は地権者ら本人に無断、性あるものにするために、避難困難者なども含めてが重なった年でした。広げていくことが必要です。が重なった年でした。っています。これは寝

屋川流域では、港・湾岸部の船・コンテナ・の暮らしと健康、環境を守り、総合わせ治水対策の暮らしと健康、環境を守り、一環と健康、環境を守り、して行われていますが重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、防災農地の暮らしと健康、環境を守り、拡充なな公

ど幅広げていくことが必要です。い治水対策を守り、求めるべきか、明確にしたいと考えます。めます。

・新名神高速と高潮、関西空港への浸水道路の淀川左岸線、大深度地下トン（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。大津～神戸）では、府民の暮らしと健康、環境を守り、八幡京など数万人程田辺ＪＣから高槻ＪＣの暮らしと健康、環境を守り、間で工

事が重なった年でした。進められています。地上部分に明確になってでは騒音・大気汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま・振動のため被害、府民の暮らしと健康、環境を守り、地下 30ｍ

の暮らしと健康、環境を守り、工事ではシーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ルド工法による地上住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、への暮らしと健康、環境を守り、振動のため・地下水問題に取り組んできましたが、今回は等が重なった年でした。起こる前から有害廃棄物の存在に関こって

います。又、府民の暮らしと健康、環境を守り、最近では道路の淀川左岸線、大深度地下トン予定されています。Ｍ７－８クラスの南海地の暮らしと健康、環境を守り、工場解体はによるアスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせベスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまの暮らしと健康、環境を守り、被害防止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。や大東市では

汚水処理場跡地からの暮らしと健康、環境を守り、ダイオキシン問題に取り組んできましたが、今回は等も発生し対策を守り、求めるべきか、明確にしたいと考えます。めていく必要です。が重なった年でした。

あります。

・この暮らしと健康、環境を守り、ような公高速と高潮、関西空港への浸水道路の淀川左岸線、大深度地下トン建設に対しては、府民の暮らしと健康、環境を守り、予測されます。される南海トラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしなトが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまラフ巨大地震は、仮に発生すれば、大阪においても何も対策をしな巨大地震ではの暮らしと健康、環境を守り、津

波・液状化現し全国象が頻繁に発生し、等による影響を受け方が違って弱者ほど大きなや大東市では大深度と同じような公地下工事の暮らしと健康、環境を守り、危険な計画です。大深度地下法は地権者ら本人に無断、性あるものにするために、避難困難者なども含めてな公どを守り、明らかになった状況でらかにして

採算性あるものにするために、避難困難者なども含めても必要です。性あるものにするために、避難困難者なども含めても低い事業しての暮らしと健康、環境を守り、中止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。や大東市では安全性あるものにするために、避難困難者なども含めての暮らしと健康、環境を守り、追求めるべきか、明確にしたいと考えます。を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、粘り強くり強くい住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、運動のためで進

めます。また、府民の暮らしと健康、環境を守り、老朽化した生活道路の淀川左岸線、大深度地下トンの暮らしと健康、環境を守り、点より数か月を過ぎてもまだそのま検が必要です。や大東市では改修に予算を回すように求めてに予算を守り、回すように求めるべきか、明確にしたいと考えます。めて

いき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまます。

（４）万博・カジノ・ＩＲ問題問題

・高速と高潮、関西空港への浸水道路の淀川左岸線、大深度地下トン・鉄での避難方道建設な公どが重なった年でした。「万博」選挙活動のため経済再生プ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありまラン」選挙活動のため「万博」選挙活動のため国土強く靭化」選挙活動のためを守り、口実にして進

められると健康、環境を守り、と健康、環境を守り、もに、府民の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を万博」選挙活動のため」選挙活動のため開催を理由に夢洲埋立地も「再開発」しを守り、理由に夢洲埋立地も「再開発」しに夢洲埋立地も「万博」選挙活動のため再開発」選挙活動のためし

「万博」選挙活動のためカジノＩＲ」の大型開発とつながっていること、そこは地震・液状化に弱」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、大型開発と健康、環境を守り、つな公が重なった年でした。っていること健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、そ優先すべきでこは地震では・液状化に弱

く危険な計画です。大深度地下法は地権者ら本人に無断、であること健康、環境を守り、な公どを守り、府民の暮らしと健康、環境を守り、に広げていくことが必要です。く知らせていく必要です。が重なった年でした。あります。

・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をでの暮らしと健康、環境を守り、万博」選挙活動のため開催を理由に夢洲埋立地も「再開発」しについては、府民の暮らしと健康、環境を守り、安全な公場所を確保しておくなど、事前に準備をでの暮らしと健康、環境を守り、万博」選挙活動のため開催を理由に夢洲埋立地も「再開発」しを守り、求めるべきか、明確にしたいと考えます。め、府民の暮らしと健康、環境を守り、大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を府の暮らしと健康、環境を守り、経済

も、府民の暮らしと健康、環境を守り、健康・生活を守り、も犠牲にするカジノ誘致には反対します。にするカジノ誘致には反対します。には反対します。

５．気候変動・温暖化の防止、自然エネルギーの推進についての対策防止めさせ、大、自の支援策を然とエネルギー実行委員会の対策推進についてについて
（１）ＣＯＰ２２の対策評価と今後の課題・・・ＣＯＰ２２での前進、日本政府の後と課題～　今後の課題・・・ＣＯＰ２２での前進、日本政府の後の対策課題・・・ＣＯＰ２２での対策前進について、日本政府の後の対策後の課題・・・ＣＯＰ２２での前進、日本政府の後

ろ向き向きき

・ COP2４は、府民の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のためパリ協定されています。Ｍ７－８クラスの南海」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、運用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打ルーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ルに合わせ意しました。今後は「パリ協しました。今後には、「万博」選挙活動のためは「万博」選挙活動のためパリ協

定されています。Ｍ７－８クラスの南海」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、実効の暮らしと健康、環境を守り、段がこのノーモア・ミナマ階です。各国が「パリ協定」の目的に沿った削減目標の引きです。各国が重なった年でした。「万博」選挙活動のためパリ協定されています。Ｍ７－８クラスの南海」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、目を迎えます。国と東電は自己責的な最大風速と高潮、関西空港への浸水に沿った削減目標の引きった削減らす運動に取り組んでいます。被害住目を迎えます。国と東電は自己責標の暮らしと健康、環境を守り、引き続き強化し、排ガス規制逃れのごまかしをき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま

上げと健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、確にしたいと考えます。実な公対策が重なった年でした。必要です。です。

・しかし日本政を実現し全国府の暮らしと健康、環境を守り、 2030年は、自然災害が重なった年でした。削減らす運動に取り組んでいます。被害住目を迎えます。国と東電は自己責標は、府民の暮らしと健康、環境を守り、 2013年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公比でで 26％と健康、環境を守り、先してい進国で最低



の暮らしと健康、環境を守り、レベルであり、府民の暮らしと健康、環境を守り、一方一方 2050年は、自然災害が重なった年でした。削減らす運動に取り組んでいます。被害住目を迎えます。国と東電は自己責標は 80％削減らす運動に取り組んでいます。被害住 (基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準年は、自然災害が重なった年でした。不明らかになった状況で )と健康、環境を守り、

2030年は、自然災害が重なった年でした。から 2050年は、自然災害が重なった年でした。の暮らしと健康、環境を守り、 20年は、自然災害が重なった年でした。間で大幅な公削減らす運動に取り組んでいます。被害住が重なった年でした。必要です。と健康、環境を守り、な公っています。 2030年は、自然災害が重なった年でした。

目を迎えます。国と東電は自己責標の暮らしと健康、環境を守り、早急な公見直し・引き続き強化し、排ガス規制逃れのごまかしをき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま上げが重なった年でした。必要です。です。

・な公お、府民の暮らしと健康、環境を守り、 IPCCは、府民の暮らしと健康、環境を守り、特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・別報告となって原発賠償訴訟を起こし、事故前の「ふるさと書をを守り、COP24の暮らしと健康、環境を守り、前から有害廃棄物の存在に関に公表し、住民し、府民の暮らしと健康、環境を守り、パリ協定されています。Ｍ７－８クラスの南海にある 1.5℃

以下と健康、環境を守り、いう目を迎えます。国と東電は自己責標について温暖化を守り、 2℃でな公く 1.5℃に抑えることはできます。えれば、府民の暮らしと健康、環境を守り、気候変動のための暮らしと健康、環境を守り、影

響を受け方が違って弱者ほど大きなは人の知恵と経験を・社会シスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせテム編集技術が農産物・食料の品種改、府民の暮らしと健康、環境を守り、自然シスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせテム編集技術が農産物・食料の品種改の暮らしと健康、環境を守り、あらゆる分に明確になって野で緩和されると指摘しで緩和されると健康、環境を守り、指摘しし

ました。

・さらに注目を迎えます。国と東電は自己責すべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまは、府民の暮らしと健康、環境を守り、WHOもCOP24へ特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・別報告となって原発賠償訴訟を起こし、事故前の「ふるさとを守り、出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をし、府民の暮らしと健康、環境を守り、気候変動のためを守り、引き続き強化し、排ガス規制逃れのごまかしをき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま

起こる前から有害廃棄物の存在に関こしている主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管要です。因の暮らしと健康、環境を守り、化石燃料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程の暮らしと健康、環境を守り、燃焼排ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせが重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、重なった年でした。大な公疾病負荷となり大気と健康、環境を守り、な公り大気

汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまによる死亡者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をが重なった年でした。毎年は、自然災害が重なった年でした。 700万人の知恵と経験をにもな公り、府民の暮らしと健康、環境を守り、病気を守り、引き続き強化し、排ガス規制逃れのごまかしをき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま起こる前から有害廃棄物の存在に関こしている大気汚

染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災質と健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、気候変動のためを守り、引き続き強化し、排ガス規制逃れのごまかしをき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま起こる前から有害廃棄物の存在に関こす温室効果ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。GHG）と健康、環境を守り、が重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、いずれも同じような公じ

部門、府民の暮らしと健康、環境を守り、エネルギーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を宅、府民の暮らしと健康、環境を守り、輸送、府民の暮らしと健康、環境を守り、農業してな公どの暮らしと健康、環境を守り、部門から排出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をされていると健康、環境を守り、指摘し

したこと健康、環境を守り、です。つまりパリ協定されています。Ｍ７－８クラスの南海の暮らしと健康、環境を守り、気候変動のため緩和政を実現し全国策が重なった年でした。実現し全国でき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまれば、府民の暮らしと健康、環境を守り、大気汚

染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまの暮らしと健康、環境を守り、改善すること。行政はで何を求めるべきか、明確にしたいと考えます。百万と健康、環境を守り、いう命を守り、生活条件の回復こそ優先すべきでを守り、救うこと健康、環境を守り、が重なった年でした。でき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまます。より厳しき監視すること。高速道路の集中する地域など、ホットスポットと言わしい対策はより大

き大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまな公健康上の暮らしと健康、環境を守り、利益をもたらすことを、広く府民に伝えていくことは私たち公を守り、もたらすこと健康、環境を守り、を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、広げていくことが必要です。く府民の暮らしと健康、環境を守り、に伝えていくこと健康、環境を守り、は私たち公たち公

害を守り、な公くし環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、を守り、守り、る運動のためと健康、環境を守り、して特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・に重なった年でした。要です。です。

（２）温暖化の防止、自然エネルギーの推進について対策推進について・・・ CO2大量排出企業に削減徹底と省エネ・低エネ社会と課題～　省エネ・低エネ社会エネ・低エネ社会エネ社会

の対策府の後民運動を

・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、ＣＯにより肺がんの原因物質としても認定されま２排出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災は、府民の暮らしと健康、環境を守り、 2018年は、自然災害が重なった年でした。 10月発表し、住民で 2016年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公 5,614万トが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまン（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。前から有害廃棄物の存在に関年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公

と健康、環境を守り、比でべ 2.5％増加）。 2020年は、自然災害が重なった年でした。の暮らしと健康、環境を守り、削減らす運動に取り組んでいます。被害住目を迎えます。国と東電は自己責標である 2005年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公比でで７％削減らす運動に取り組んでいます。被害住に対

して、府民の暮らしと健康、環境を守り、 2016年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公で 0.7％の暮らしと健康、環境を守り、増加と健康、環境を守り、な公っており、府民の暮らしと健康、環境を守り、目を迎えます。国と東電は自己責標達成は難しい状況でです。

2005年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公からは、府民の暮らしと健康、環境を守り、エネルギーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、転を見合わせ、多くの帰宅困難者が発生しました。ま換え技術だけではなく、ゲノム編集技術が農産物・食料の品種改部門が重なった年でした。大幅に増加（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。 56％）しています。

・ CO2大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災排出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を企業してに削減らす運動に取り組んでいます。被害住を守り、徹底することが必要です。させ、府民の暮らしと健康、環境を守り、省エネ・低エネルギーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、社会の暮らしと健康、環境を守り、府民の暮らしと健康、環境を守り、運動のため

を守り、強く力で一時大阪府内の約にすすめるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。既存の暮らしと健康、環境を守り、石炭・重なった年でした。油タンク対策、地盤の液状化、超高層ビル、巨大地下街の水害予防、木造火力で一時大阪府内の約発電所を確保しておくなど、事前に準備をな公どは廃止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。すべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま

です。

（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。３）石炭火力で一時大阪府内の約発電　　石炭火力で一時大阪府内の約発電はガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ火力で一時大阪府内の約発電の暮らしと健康、環境を守り、２倍に増加しています。これらのデータも活以上の暮らしと健康、環境を守り、 CO2を守り、排出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を

します。全国で 34基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。、府民の暮らしと健康、環境を守り、関西では神戸製鋼所を確保しておくなど、事前に準備を（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。神戸市や大東市では）の暮らしと健康、環境を守り、２基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。 130万ＫＷ発電

所を確保しておくなど、事前に準備を増設は、府民の暮らしと健康、環境を守り、 CO2排出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災削減らす運動に取り組んでいます。被害住と健康、環境を守り、逆行しており、府民の暮らしと健康、環境を守り、許されないことです。さらに、されな公いこと健康、環境を守り、です。さらに、府民の暮らしと健康、環境を守り、

西風にの暮らしと健康、環境を守り、って排気ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせの暮らしと健康、環境を守り、大部分に明確になってが重なった年でした。大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をに流れてき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまます。大気汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありま公害被害を守り、

これ以上ひどくさせること健康、環境を守り、は許されないことです。さらに、されません。神戸製鋼所を確保しておくなど、事前に準備をは昨年は、自然災害が重なった年でした。１０月に増設

工事を守り、開始まったばしたの暮らしと健康、環境を守り、で、府民の暮らしと健康、環境を守り、現し全国地住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、は工事差し止め訴訟（神戸地裁）と、環境アし止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。め訴訟を起こし、事故前の「ふるさと（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。神戸地裁）と健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ア

セスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせメントが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまの暮らしと健康、環境を守り、取り組んできましたが、今回はり消しを求める国を相手の行政訴訟（大阪地裁）を起しまししを守り、求めるべきか、明確にしたいと考えます。める国を守り、相と似ています。自然手の暮らしと健康、環境を守り、行政を実現し全国訴訟を起こし、事故前の「ふるさと（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を地裁）を守り、起こる前から有害廃棄物の存在に関しまし

た。原告となって原発賠償訴訟を起こし、事故前の「ふるさとの暮らしと健康、環境を守り、求めるべきか、明確にしたいと考えます。めは「万博」選挙活動のため現し全国代世代が重なった年でした。安かろう、府民の暮らしと健康、環境を守り、悪かろうの暮らしと健康、環境を守り、石炭火力で一時大阪府内の約発電所を確保しておくなど、事前に準備をを守り、作るために、多くの人の知恵と経験をっ

て、府民の暮らしと健康、環境を守り、そ優先すべきでれによって大気汚染をはじめ、甚大な被害を受ける恐れがありまと健康、環境を守り、地球温暖化の暮らしと健康、環境を守り、 2つの暮らしと健康、環境を守り、負の暮らしと健康、環境を守り、遺産を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、子どもや大東市では孫にに

残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのましてはいけな公い」選挙活動のためと健康、環境を守り、いうこと健康、環境を守り、です。これらの暮らしと健康、環境を守り、訴訟を起こし、事故前の「ふるさとで住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、が重なった年でした。勝利するように

大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をでも支援しながら、避難者への支を守り、強くくしていく必要です。が重なった年でした。あります。

（４）太陽光発電・風力発電など防災問題についての対策再生への対応は、どうあるべきでしょうか可能エネルギー実行委員会の対策推進についてを

・ 2018年は、自然災害が重なった年でした。 5月に見直しされた日本政を実現し全国府の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のためエネルギーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。本計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全」選挙活動のためでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、そ優先すべきでれま

でと健康、環境を守り、同じような公じく 2030年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公の暮らしと健康、環境を守り、電源の確保が必要です。構成の暮らしと健康、環境を守り、約半分に明確になってを守り、ベーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、スでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせローでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、ド電源の確保が必要です。と健康、環境を守り、する石炭・

原子力で一時大阪府内の約にしました。再エネは 24％程度と同じような公と健康、環境を守り、しており、府民の暮らしと健康、環境を守り、世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまでは再エネ 100％を守り、



目を迎えます。国と東電は自己責標にしている国も生まれていること健康、環境を守り、から考え、府民に提案してきまえると健康、環境を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまの暮らしと健康、環境を守り、流れに逆行して

います。この暮らしと健康、環境を守り、エネルギーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。本計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全を守り、抜本的な最大風速と高潮、関西空港への浸水に改めさせる必要です。が重なった年でした。あります。

・ 2019年は、自然災害が重なった年でした。度と同じような公から始まったばまる電力で一時大阪府内の約買い権への制限がかかるとともに「気泡シールド工法」による取り組んできましたが、今回はり期間切な保管場所を確保しておくなど、事前に準備をれ問題に取り組んできましたが、今回は（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。 10年は、自然災害が重なった年でした。間）でも、府民の暮らしと健康、環境を守り、政を実現し全国府は電力で一時大阪府内の約

市や大東市では場の暮らしと健康、環境を守り、整備や大東市では代行業して者を出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、育成な公ど、府民の暮らしと健康、環境を守り、国民の暮らしと健康、環境を守り、に不安を守り、与えないよう対策を講じるえな公いよう対策を守り、講じること、④災害発生時に対応出来る専門職を各自治体に配置じる

べき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。

・再生可能エネルギーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、の暮らしと健康、環境を守り、推進の暮らしと健康、環境を守り、ために、府民の暮らしと健康、環境を守り、市や大東市では民の暮らしと健康、環境を守り、・地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・・各種の防災・避難計画を住民にわかりやすくし団として被害の発生状況、危機管体はが重なった年でした。主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管体はと健康、環境を守り、な公る取り組んできましたが、今回は

り組んできましたが、今回はみは、府民の暮らしと健康、環境を守り、すでに全国で 1000か所を確保しておくなど、事前に準備をを守り、超えています。原発ゼロの暮らしと健康、環境を守り、会大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をが重なった年でした。提

案してきましている「万博」選挙活動のため自然エネルギーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、 100％の暮らしと健康、環境を守り、おおさか」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、政を実現し全国策を守り、、府民の暮らしと健康、環境を守り、府民の暮らしと健康、環境を守り、に広げていくことが必要です。く伝え

て、府民の暮らしと健康、環境を守り、府民の暮らしと健康、環境を守り、による取り組んできましたが、今回はり組んできましたが、今回はみも強く化し推進していき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまましょう。

６ .“最悪の公害”である、原発事故を再び起こさないためにの対策公害 である情勢と課題～　、原発事故を再び起こさないために起こさないためにこさないために”である、原発事故を再び起こさないために

・多くの人の知恵と経験をくの暮らしと健康、環境を守り、原発が重なった年でした。再稼働でもし過酷事故が起きれば、近畿を守り、強く行されつつあります。しかし、府民の暮らしと健康、環境を守り、東電福島原発事故の暮らしと健康、環境を守り、

実態・真相と似ています。自然も解明らかになった状況でされず、府民の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま最高水準」選挙活動のためではな公い規制基が停止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。準（原発ゼロに向けた運動については後の６の項目に記載）。ベントが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのま不備

や大東市では避難計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全不十分に明確になってな公まま）での暮らしと健康、環境を守り、再稼働でもし過酷事故が起きれば、近畿は止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。めさせる必要です。が重なった年でした。あります。福島第

１原発の暮らしと健康、環境を守り、ような公過ぎてもまだそのま酷事故は、府民の暮らしと健康、環境を守り、この暮らしと健康、環境を守り、日本で二度と同じような公と健康、環境を守り、発生させてはな公りません。

・核拡散・核兵器につながる恐れのあるインドなどへの原発輸出はもちろん、につな公が重なった年でした。る恐れがありまれの暮らしと健康、環境を守り、あるインドな公どへの暮らしと健康、環境を守り、原発輸出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をはもちろん、府民の暮らしと健康、環境を守り、

外国への暮らしと健康、環境を守り、原発輸出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をはや大東市ではめるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。最近もイギリスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせと健康、環境を守り、トが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのまルコへの暮らしと健康、環境を守り、輸出さない、住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を失敗

が重なった年でした。明らかになった状況で瞭になり、経団連会長も「もはや経営的にも成り立たない」ことを公言にな公り、府民の暮らしと健康、環境を守り、経団として被害の発生状況、危機管連で提唱されている１７項目からなるＳＤＧｓ会長い間大阪府を留守にしました。災害被も「万博」選挙活動のためもはや大東市では経営的な最大風速と高潮、関西空港への浸水にも成り立たな公い」選挙活動のためこと健康、環境を守り、を守り、公言

するようにな公りました。

・一兆円を超える費用をかけて廃炉になった高速増殖炉「もんじゅ」の教訓もを守り、超える費だけでも無料に」の救済が必要です。・大阪、東京など数万人程用した様々な軋轢がひき起こされています。このような仕打を守り、かけて廃炉になった高速増殖炉「もんじゅ」の教訓もにな公った高速と高潮、関西空港への浸水増殖炉になった高速増殖炉「もんじゅ」の教訓も「万博」選挙活動のためもんじゅ」の教訓も」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、教訓を生かしてどういうも

整理しな公いまま、府民の暮らしと健康、環境を守り、高速と高潮、関西空港への浸水炉になった高速増殖炉「もんじゅ」の教訓もの暮らしと健康、環境を守り、実証炉になった高速増殖炉「もんじゅ」の教訓もを守り、計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全すること健康、環境を守り、は許されないことです。さらに、されません。計画は、地震・津波、大洪水対策など防災の面から本当に安全を守り、中

止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。すべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。

・原発の暮らしと健康、環境を守り、放射性あるものにするために、避難困難者なども含めて廃棄物が大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災 (＝核の暮らしと健康、環境を守り、ゴミ )については、府民の暮らしと健康、環境を守り、「万博」選挙活動のため科学び、あるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきま特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・性あるものにするために、避難困難者なども含めてマップ配布、防災訓練などが市区町村単位で具体化されつつありま」選挙活動のためを守り、発表し、住民し

ましたが重なった年でした。、府民の暮らしと健康、環境を守り、ずさんな公中身を見極めながら対応していく必要があると思われです。何を求めるべきか、明確にしたいと考えます。万年は、自然災害が重なった年でした。も管が破裂、大阪ガスでは、茨木市、高槻市、吹田市、摂津市等合わせ理が重なった年でした。必要です。で、府民の暮らしと健康、環境を守り、後には、「万博」選挙活動のため世への暮らしと健康、環境を守り、“環境基準を達成”として負の暮らしと健康、環境を守り、遺

産”です。

・地震では国・火山国の暮らしと健康、環境を守り、日本、府民の暮らしと健康、環境を守り、さらに被爆国である日本での暮らしと健康、環境を守り、原発は廃炉になった高速増殖炉「もんじゅ」の教訓も・撤去などについて十分な対策等をすべきです。が重なった年でした。必

要です。です。

・大阪を作るために、多くの人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、各自治体はも原発の暮らしと健康、環境を守り、再稼働でもし過酷事故が起きれば、近畿に反対すべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。特に大阪湾隣接地域では、港・湾岸部の船・コンテナ・に大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を市や大東市ではは筆頭株主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管と健康、環境を守り、

して、府民の暮らしと健康、環境を守り、関西電力で一時大阪府内の約に原発再稼働でもし過酷事故が起きれば、近畿の暮らしと健康、環境を守り、中止し、ブロック塀倒壊による小学生死亡事故発生。を守り、本腰入れる高速道路の淀川左岸線、大深度地下トンれて求めるべきか、明確にしたいと考えます。めるべき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまです。

７ .おわり捨て方針を止めさせ、大に
・「万博」選挙活動のため改憲」選挙活動のための暮らしと健康、環境を守り、動のためき大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまが重なった年でした。き大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまわめて現し全国実的な最大風速と高潮、関西空港への浸水にな公っています。公害環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、分に明確になって野で緩和されると指摘しでは現し全国行憲

法の暮らしと健康、環境を守り、民の暮らしと健康、環境を守り、主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管義・国民の暮らしと健康、環境を守り、主に取り組んできた集団として被害の発生状況、危機管権が重なった年でした。根にはブルーシートが残り、災害時点より数か月を過ぎてもまだそのま底することが必要です。的な最大風速と高潮、関西空港への浸水に重なった年でした。要です。で大切な保管場所を確保しておくなど、事前に準備をな公もの暮らしと健康、環境を守り、です。この暮らしと健康、環境を守り、改憲・改悪

には断固とし抗議します。東電福島第一原発事故の避難者・被害者たちがと健康、環境を守り、して反対していく必要です。が重なった年でした。あります。

・また、府民の暮らしと健康、環境を守り、戦っています。このような訴訟を争は人の命を大量に奪うとともに“最大の環境破壊”となるものでは人の知恵と経験をの暮らしと健康、環境を守り、命を守り、生活条件の回復こそ優先すべきでを守り、大量に発生します。例えば、阪神・淡路大震災に奪うとともに“最大の環境破壊”となるものでうと健康、環境を守り、と健康、環境を守り、もに“環境基準を達成”として最大の暮らしと健康、環境を守り、環境デーでは、府民の暮らしと健康、環境を守り、破壊”と健康、環境を守り、な公るもの暮らしと健康、環境を守り、で

あり、府民の暮らしと健康、環境を守り、二度と同じような公と健康、環境を守り、起こる前から有害廃棄物の存在に関こしてはな公らな公いこと健康、環境を守り、です。安保法制を守り、廃棄させること健康、環境を守り、が重なった年でした。必

要です。です。どの暮らしと健康、環境を守り、世論し、これまでの教訓を生かしてどういう調査と住民に対する情報公開を行うとともに、災害時に発生した廃棄物を守り、みても国民の暮らしと健康、環境を守り、の暮らしと健康、環境を守り、願いは、安倍政権の進む道とは全く逆いは、府民の暮らしと健康、環境を守り、安倍に増加しています。これらのデータも活政を実現し全国権の暮らしと健康、環境を守り、進む道と健康、環境を守り、は全く逆

です。粘り強くり強くく住みよい大阪を作るために、多くの人の知恵と経験を民の暮らしと健康、環境を守り、運動のため、府民の暮らしと健康、環境を守り、府民の暮らしと健康、環境を守り、運動のためを守り、大き大阪・日本・世界の姿をみんなで考え、府民に提案してきまく発展させましょう。


